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テクニカルノート（仮訳） 

 
テクニカル会議が 8 月 24 日 SEEE, 8 月 25 日 ABH-T, 8 月 27 日 ABH-ZGR と持たれ、本プロ

ジェクトの基本的設計条件に対し協議した結果、以下の条件が確認された： 

1） 水文観測所の配置 
(a) ウリカ川流域 
ウリカ川流域についてはパイロットプロジェクトで設置された水文観測所、モロッコ政府から

の要請（マスタープランで提案された観測所をベース）それに警報対象地点などを考慮し以下の

観測所を選定した（付表―7 及び付図－1 参照）： 

表１ ウリカ川流域水文観測所 

 分類 既設 新設 合計（既設＋新設 
（計画提案）） 

 箇所数 地点名 箇所数 地点名  
Agouns Ihdjamene 
Tourcht Oukaimeden 

- Tizi-n-Likemt 

雨量計 

2 

- 

4 

Amddouz 

6 

Tazzitount Aghbalou 
Tiouldiou Eｌ Jam'ane 

雨量計及び水位計 
3 

Amenzel 
2 

- 
5 

水位計 0 - 1 Tourcht 1 

 
(b) レラヤ川流域 

ウリカ川流域同様、レラヤ川流域についてはモロッコ政府からの要請及び警報対象地点などを

考慮し以下の観測所を選定した（付表―7 及び付図―1 参照）： 

表２ レラヤ川流域水文観測所 

雨量観測局 水位観測局 雨量・水位観測局

Aroumd Timtine Arg 

  Tahanaut 

1 局 1 局 2 局 

 
 (c) トドラ川流域 

トドラ川流域は警報地点及び既存の観測所などを参考に以下の観測所を選定した（付図―2 参

照）： 

表３ トドラ川流域水文観測所 

雨量水位観測局

Tamtetoucht 

Tizgui 

計２局 
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2） 警報局の配置 
警報局は各流域において洪水災害の危険度が高くかつ観光客・住民が多く集まる場所を対象に、

その場所で警報が十分伝わる位置での選定を行った（付表―8、付図－1 参照）。 

各流域の警報地点は以下の表に示す通りである。尚このうちウリカ川流域の Iragfh‐3 地点はパ

イロットプロジェクトで設置された警報局である。 

表４ 警報局名 
流域名 警報局数 警報局名 

ウリカ川流域 11 局 
Aghbalau-1, -2, -3, Iragfh-1, -2, -3, -4, 
-5、Tazzitount, Setti Fadma-2, -3 

レラヤ川流域 2 局 Imlil, Muley Brahim 
トドラ川流域 1 局 Todrgha 

 
3） 洪水予報センター・洪水警報監視制御局（洪水発令センター）および洪水モニター局 
洪水予報センター及び洪水警報監視制御局（洪水発令センター）および洪水モニター局はウリ

カ川・レラヤ川流域及びトドラ川流域にそれぞれ下表のように設置する（付図－3 及び付図－4 参

照）： 

表５ 洪水予報センター及び警報監視制御局 
流域名 局名 設置場所 適用 

洪水予報センター ABH-T、マラケシュ 水分データ収集、デー

タ処理・蓄積・分析・

伝達 
洪水警報監視制御局 アルハウズ県庁、タハナウト 警報局制御・監視 

ウリカ、 
レラヤ川流域 

洪水モニター局 DPE,タハナウト、ウリカカイ

ダ、アスニカイダ 
洪水情報をインター

ネットで ABH-T ホー

ムページで閲覧 
洪水予報センター ABH-ZGR エルラシデア 水分データ収集、デー

タ処理・蓄積・分析・

伝達 

トドラ川流域 

洪水警報監視制御局 テイヌリール県庁、テイヌリ

ール 
警報局制御・監視 

 
4） 通信ネットワーク： 
 上記各流域に対する水文観測局、洪水予報センター、洪水モニター局を結ぶ通信ネットワーク

は付図－5 に示す如く、中継局をウリカ川・レラヤ川流域は 3 局（タザイナ・アウルス・ウカイ

メダン）、トドラ川流域には 1 局（中継局 No4 ）を設置し、一部これらの中継局を経由しながら

以下の条件で構成されている：（トドラ川流域のネットワークは 2 つ代替案の比較から選定した） 
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表６ 通信ネットワーク 
流域 システム ネットワーク 中継局 適用 

水文観測局ー予報セ

ンター 
VHF アウルス・タザイナ・ウ

カイメデン 
７０MHz 帯 

予報センター－警報

制御局 
マイクロ多重回線 － １１GHz 帯 

予報センター－モニ

ター局 
インターネット － － 

ウリカ川・レラヤ

川流域 

警報監視局－警報局 マイクロ無線－
VHF 

アウロス・ウカイメデン ７０MHz 帯 

水文観測局ー予報セ

ンター 
VHF 中継 RP-4 ７０MHz 帯 

予報センター－警報

制御局 
電話回線 － － 

トドラ川流域 

警報制御局－警報局 電話回線 － － 

 
なお、これらの VHF、マイクロウエーブを使用する回線に関して第 2 次現地調査で電波伝播試

験及び見通し試験を行い、実際に電波を発射して、その受信強度や信号対雑音比などを調査した

結果、基本的にはデータの伝送が可能であることを確信した（付表 9 参照）。 
5） 運営維持管理体制 
(a) ABH‐T の運営維持管理体制 
(i) 運営維持管理体制 

ABH-T の組織図を付図－5 に示す。 この組織図の中で主にこの洪水予警報システムの運営に

関わる部局は水資源部である。 
 

(ii) 運営維持管理人員 
ABH-T は公社になる際にコスト削減を行っておりこれに沿って人員も削減されてきた。幸い洪

水予警報システムの維持管理費は上位機関である水利・環境庁（SEEE）から供給されるため大

幅な人員削減は免れているが、マスタープラン調査で勧告した保守要員は確保されていない。現

在の維持管理に従事する人員は以下のとおりである。 
• 水資源部長：ABH-T 管轄の流域内の洪水予警報システムの計画立案 
• 水資源課長：洪水予警報システムの具体的な実施計画・機材調達 
• 水文技師：既設洪水予警報運用、無線設備の維持・管理実施者（１） 
• 水文テクニシアン：水文技師のアシスタントとして観測所の運用、維持・管理の実施（２） 
• 無線オペレーター：観測所との無線連絡操作およびテレメータ監視装置のモニター、維

持管理（１） 
実質的な維持管理要員は 2 名である。 
 

(iii) 維持管理方式 
上記維持管理要員は日常的なシステムの保守点検を行っている。また観測所より不具合の報告

や消耗予備品の不足などの連絡があれば観測所に出向いて予備品の供給や不具合などを点検する。

機材の故障や異常を発見し、それが ABH-T 維持管理要員の手に負えないものは別の契約した保

守点検業者に連絡して修理を行う。ABH-T はマスタープラン調査での維持管理に関する勧告に従
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い、2006 年よりカサブランカにある Societe SOHIME 社と年間保守契約を結んでおり、ABH-T
の保有する洪水予警報システム、無線連絡システムのすべての機器について定期点検と緊急修理

を行っている。これにより場所や季節により長時間かかる観測局もあるが、定期点検が毎年の洪

水期前の 6 月に全局で行われていることから洪水期への備えは出来ている。 
 

(iv) 維持管理予算 
ABH-T の保有する洪水予警報システム、無線連絡システムのすべての機器について定期点検と

緊急修理の費用として年間 30 万デイラハム（約 375 万円）の契約金を支払っている。この費用

は上位機関である水利・環境庁より配分される補助金の中から引き当てている。現状では洪水予

警報にかかわる費用はすべて水利・環境庁の補助金で賄われている。来年度の契約では保守点検

の機材数が増えることから 60 万デイラハム（約 750 万円）の予算を申請中とのこと。 
 

(v) 課題 
もともと ABH-T には洪水予警報システムの運用する要員はいるが保守点検を行う専門家はい

なかった。マスタープラン調査時よりこれら専門家を雇用するよう勧告を続けているが、現状で

は実行されていない。少ない人員で高地山岳地帯に分布する観測所の保守点検を行うことは実質

的に無理があり、この作業を外部民間業者に委託することは適切な方針である。しかしこの保守

点検業者の技師たちの作業の指示や業務が適切に行われているかの判断は今いる水文技師たちで

は実行できないし、当事者から不安の声が上がっている。これらの現状を踏まえ、今調査の最後

に ABH-T 局長に電気通信、電気またはコンピュータ技師の雇用を要請したが、局長から努力は

するが最終決定は水利・環境庁であるので合わせて水利・環境庁にも勧告するよう要請された。 
 

(vi) 課題の改善 
上記の課題の改善のため、ABH-T は本プロジェクト実施に際し、維持管理体制について以下の

改善を行う： 
• 適切な保守点検を行うため、ABH-T に電気通信、電気またはコンピュータ技師を雇用す

る。 
• 本プロジェクトで導入される資機材の保守点検のため現在の予算を増額する。 
 

(b) ABH-ZGR の運営維持管理組織 
(i) 運営維持管理体制 

ABH-ZGR ではまだ本格的な洪水予警報システム整備は行われておらず、現在設置されている

各観測所から収集される情報を分析し、洪水が発生する場合は、必要に応じてその情報を関係機

関に配布しているということである。 ただ、この具体的活動記録は入手されておらず、その実

態は不明である。また使用している観測機材も雨量計は貯留式、水位計はスタッフゲージと何れ

も観測員の観測によりデータを収集し、それを定時連絡で HF・SSB 無線機で収集する方式のた

め維持管理を系統的に行う必要を感じていない。また Tametorchit 観測所内には自動気象観測シ

ステムが設置されており、携帯電話方式でデータをエルラシデアに送っているが、この維持管理

に関しては故障時に納入業者(モロッコ)が修理を行う程度で、定期保守契約などは結ばれていない。 
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(ii) 要員数 
ABH-ZGR の全体職員数は 46 名で、洪水予警報システムの整備・運用にあたる組織としては上

述の組織図のうち水資源部であるが、具体的な担当者の数としては今のところ不明である。 
(iii) 予算 
現在 ABH-ZGR が SEEE から配分される洪水予警報システム運用のための予算として、他の

ABH と同様年間 30 万 Dh が配布されている。 
 

(iv) 課題 
ABH-ZGR では本格的な洪水予警報システムを運用した実績がないため、担当者及び責任分担

がまだ明確になっていない。 また保守点検・維持管理方式もこれからつめていく必要がある。

さらに、機材の整備、維持管理、洪水予警報システムの技術的な知識については、これからシス

テム運用を通じて習得していく必要がある。 これに関しては当然 SEEE からのサポートは期待

されるものの、もしこのプロジェクトによって本格的な洪水予警報システムが導入されるとした

場合に、当然ながらかなり時間をかけた技術的サポートが必要である。 
 

(v) 課題の改善 
本プロジェクトの実施向けて、ABH-ZGR は維持管理体制を次ぎのように整備する： 

• 運用維持管理の担当者及び責任分担を明確にする。 
• 保守点検・維持管理方式を決める。 
• 担当者の機材整備・維持管理・洪水予警報システムの技術的知識の習得を進める。 
• 維持管理に必要な予算を確保する。 

 
6） 上記プロジェクト実施に伴う「モ」側業務について 
 本プロジェクトが実施されるとした場合のモロッコ側の負担事項として以下の許可・確認等が

必要となる： 
• ABH-T が既に建設した４箇所の観測局舎を本プロジェクトで使用する許可及び既に破

損した部分の修理依頼(窓ガラス、扉、換気口、鍵など) 
• ABH-T 既設観測局、中継局舎の使用（ABH-T の既設建設物の内下記の３箇所に本プロ

ジェクトの機材を装備する：Agbalhau 雨量・水位観測装置、Tahanaout 雨量・水位

観測装置、Oukaimede 中継局） 
• ABH-T 洪水監視センターに新設機材を装備する。（機材の数が増えたためスペースの拡

張が必要となる。） 
• Al Hause 県庁無線局を警報制御センターにするためスペースの拡張 
• 局舎建設関わる用地収容 （ABH-T, ABH-ZGR）（別紙６．１の位置の土地を使用する

ための用地取得） 
• 警報局用ポール建設用地確保（アルハウズ県庁）（別紙６．１の位置に警報局用のマスト

を建設するための用地取得） 
• ADSL 電話回線の新規引き込み（ABH-T） 
• 従来からあった４本の電話線の内１本を ADSL 化し Web サーバーに接続。 
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• 一般公衆電話回線のひきこみ（ABH-ZGR １本（テイヌリール県庁間）、テイヌリール

県庁２本（エルラシデア、トドラ警報向け）、トドラ警報局 １本（テイヌリール県庁向

け）） 
• 商用電源の引き込み （ABH-T）（タジトント雨量・警報局は太陽電池電源の盗難や日

照不足などがあり今回商用電源を着たのを期に直流電源装置に変更、警報局

WP-12(Setti Fadma-2)は小学校内に局舎を建て商用電源を引き込む） 
• アンテナ鉄塔建設のための用地確保（ABH-T、アルハウズ県庁）（ABH-T の敷地内に３

０メートルの４角アンテナ鉄塔を建設。場所は後日打ち合わせで決定、アルハウズ県庁

の敷地内に１５ｍのアンテナ鉄塔を建設。敷地が無いので本庁舎の屋上に設置の予定。） 
• VHF 周波数１波増波の為の ANRT への手続き申請（従来使用している周波数に後１波

周波数の追加許可：ウリカ系：f１：70.325MHｚ、f２：72.325MHｚ、f３：71.325MH
ｚ、トドラ系：f１：70.325MHｚ、f２：72.325MHｚ、f３：71.325MHｚ） 

• １１GHｚマイクロ無線周波数の新規申請（ABH-T とアルハウズ県庁間約３０Km を直

接結ぶ１１GHｚの周波数申請） 
• 本計画では ABH-T、Al Haouz 県庁、ABH-ZGR、Tenirhir 県庁にそれぞれ非常用発電

機を設置する。この非常用発電機を設置するため、騒音などを考慮して敷地内に別立て

の部屋を準備する。 
 

モロッコ・ラバト 2010 年 8 月 30 日 
 
 
 
 

 
Mr. Bembiba Majid  Mr. Yoshiharu Matsumoto 
Directeur General de l’Hydraulique  Chief Engineer 
Secretariat D’Etat Charge de L’Eau et  Preparatory Survey Team 
De l’Environment  Japan International Coopration  
  Agency (JICA) 

 
 (付表、付図は本文に掲載されているためここでは省略する。) 
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添付資料 7 トドラ川において建設予定のダムに関するメモランダム 
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添付資料 8 電波伝搬試験報告書 

伝搬調査報告書 
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マイクロ多重試験報告書 
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